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先生！「地域福祉」って何ですか？　　　第３回　介護者を孤立させない（終）

草
食
系
男
子

性
格
が
穏
や
か
で
協
調
性
に
富
み
、

恋
愛
や
異
性
関
係
に
対
し
て
執
着
の

薄
い
男
性
の
こ
と
を
、
数
年
程
前
か

ら
草
食
動
物
に
例
え
て
「
草
食
系
男

子
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

草
食
系
男
子
誕
生
の
背
景
に
は
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
期
不
況
期
に
背

伸
び
す
る
こ
と
な
く
少
年
時
代
を
過

ご
し
た
こ
と
で
、
積
極
性
が
な
く
無

用
な
競
争
を
避
け
よ
う
と
す
る
性
格

の
男
性
が
増
え
た
こ
と
や
、
全
国
的

に
男
女
共
同
参
画
が
推
進
さ
れ
る
中

で
、
男
女
平
等
教
育
を
受
け
て
き
た

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
異
性
の
友
人
や
家
族
（
特
に

母
親
）
と
の
関
係
が
良
好
で
あ
る
と

い
う
特
徴
も
あ
り
ま
す
。

古
く
か
ら
男
性
と
い
え
ば
狩
り
を

行
い
、
生
計
を
立
て
、
家
庭
を
守
っ

て
い
く
と
い
う
立
場
で
し
た
。
し
か

し
、
近
年
で
は
生
活
様
式
も
変
わ
り
、

今
ま
で
の
ス
タ
イ
ル
が
成
り
立
た
な

く
な
っ
て
き
た
こ
と
が
「
草
食
系
男

子
」
を
生
み
出
し
た
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

ま
た
、
女
性
が
強
く
な
っ
た
の
か

男
性
が
弱
く
な
っ
た
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
女
性
が
男
性
を
リ
ー
ド
す

る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
男
性
側
が
ご
く
自
然
に
受
け
入
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
メ
ー
ル

や
携
帯
電
話
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
方
法
が
多
様
化
し
た
こ
と
で

人
間
関
係
が
淡
白
に
な
っ
た
こ
と
も
、

優
し
い
・
淡
々
と
し
た
草
食
系
男
子

が
増
え
て
い
る
要
因
と
し
て
考
え
ら

れ
ま
す
。

「
草
食
系
男
子
」
は
今
の
時
代
だ

か
ら
こ
そ
誕
生
し
、
今
の
時
代
に
マ

ッ
チ
し
た
人
種
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

最
近
で
は
草
食
系
・
肉
食
系
だ
け

で
は
な
く
、
外
側
は
キ
ャ
ベ
ツ
（
草

食
系
）
だ
け
れ
ど
も
中
身
は
肉
（
肉

食
系
）
の
「
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
系
男

子
」
や
そ
の
逆
の
「
ア
ス
パ
ラ
ベ
ー

コ
ン
巻
き
系
男
子
」
と
い
っ
た
呼
び

方
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

呼
び
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

「
あ
の
人
は
草
食
系
だ
か
ら…

」
と

フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
け
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
人
の
中
身
を
理
解
す
る
こ
と
で
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
よ
り

近
づ
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地域の安全安心な暮らしを実現するためには、地域
住民の参加協力が必要です。住民参加を促進するため
には、「人づくりと仕組みづくり」が大切です。
例えば災害時要援護者避難支援では、災害を想定し

て避難することが困難な方をあらかじめ抽出し、地域
の誰がどのように避難を助けるか決めておくことです。
また見守りネットワークでは、民生委員さんと協力し
て一人暮らしの高齢者などを見守り、異変に気付いた
ときに地域包括支援センターや社会福祉協議会（社
協）などへ知らせる活動です。近隣助け合い活動では、
外出が困難な方に買い物や通院のお手伝い、話し相手
などを地域でチームをつくり活動するものです。
この活動には、町内会長、民生委員、福祉委員、老

人クラブ、子ども会、消防団、地域ボランティア、商
店、配達員など多くの皆さんが協力し合います。さら
に住民の活動を行政や専門機関、社協が支援します。
地域が「大きな家族」になれると素晴らしいと思いま
す。
地域で支える人の中に、寝たきりや認知症の高齢者

を在宅で介護している家族の方がいます。中でも、高
齢者が高齢者を介護する「老々介護」や家族が１人で
介護する「ひとり介護」など、頼るすべの少ない人々

がいます。地域では普段気になっても他家への干渉を
はばかり、どのようにお手伝いをすればよいか分から
ず、そっと見守っているケースが多いのではないでし
ょうか。
まずは介護をしている方の負担を軽くすることです。

介護をしている方が病気やストレスで倒れないように、
介護保険サービスや福祉サービスなどを活用するので
す。介護保険サービスは１割の自己負担もありますが、
まずは地域包括支援センターに相談することを勧めま
しょう。そして介護をしている方の気持ちが少しでも
晴れるように、趣味や話し相手にお誘いすることはで
きないでしょうか。
「総子化時代」といわれます。高齢化によって、い

まや７割の方に親がいる時代です。親の老後を看るこ
と、老後を看取られることは誰もが避けて通れません。
家族や制度、地域の協力を得て、どのように老後を過
ごすか話し合うことが求められています。介護をして
いる方が安心して心を開き、家を開けるような地域づ
くりが求められます。

（文責）飯尾良英氏　中部学院大学短期大学部教授／
　　　　第２期土岐市地域福祉計画策定委員長


